
神
奈
川
小
児
科
医
会
会
長
横
田
俊
一
郎

政
府
は
対
策
拡
充
を

子どもの予防接種

　
よ
こ
た
・
し
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
　
１

９
５
２
年
小
田
原
市
生
ま
れ
。

年
、

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
同
小
児

科
へ
入
局
、
大
学
病
院
、
関
連
病
院

勤
務
を
経
て

年
に
小
田
原
市
で
開

業
。
神
奈
川
小
児
科
医
会
会
長
、
小

田
原
医
師
会
会
長
な
ど
を
務
め
る
。

　
国
の
補
正
予
算
で
２
０
１
０

年
度
の
期
限
付
き
で
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
を
公
費
助
成
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

　
助
成
に
必
要
な
費
用
の
う
ち
国

が
５
割
、
市
町
村
が
５
割
を
負
担

す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
町
村

が
助
成
で
き
な
い
場
合
は
国
か
ら

の
負
担
金
も
交
付
さ
れ
ず
、
公
費

助
成
が
行
わ
れ
な
い
。
ワ
ク
チ
ン

で
命
と
健
康
を
守
る
権
利
が
、
住

む
地
域
や
、
貧
富
の
差
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ

る
。
地
方
自
治
体
だ
け
に
責
任
を

転
嫁
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
全

体
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
日
本
学
術
会
議
は
今
年
７
月
に

子
ど
も
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン

と
題
す
る
報
告
書
を
提
出

し
た
。
わ
が
国
で
は
日
本
国
憲
法

と
児
童
憲
章
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
健
康
は
擁
護
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
子
ど
も
は
こ
の
よ
う
な
社
会

的
約
束
と
家
族
的
な
養
護
の
中

で
、
健
や
か
に
発
育
・
発
達
し
、

健
康
の
保
持
・
増
進
が
図
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
報
告
書

で
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
も
、
子
ど
も
の
健
康

や
安
全
を
脅
か
す
諸
問
題
へ
の
対

応
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も

へ
の
予
防
接
種
は
、
わ
が
国
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
先
進

諸
国
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で

き
る
疾
患

Ｖ
Ｐ
Ｄ

は
ワ
ク
チ

ン
で
予
防
す
る
と
の
認
識
が
広
く

国
民
に
行
き
渡
っ
て
い
る
が
、
わ

が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
認
識
が
不

十
分
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
今
年
に
な
っ
て
大
き

な
流
行
が
み
ら
れ
て
い
る
流
行
性

耳
下
腺
炎
の
本
年
第
１

週
の

累
積
報
告
数
は
、
感
染
症
発
生
動

向
調
査
に
よ
る
と
５
万
人
を
超
え

て
い
る
が
、
人
口
３
億
人
を
超
え

た
米
国
で
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
で
、
２
０
０
０

年
の
報

告
数
は
年
間
で
も
３
０
０
人
を
下

回
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
生
涯
続
く
難
聴
な
ど
の

重
大
な
合
併
症
も
あ
る
病
気
が
放

置
さ
れ
て
い
る
状
態
は
許
さ
れ
な

い
。

　
わ
が
国
の
予
防
接
種
の
問
題
点

の
一
つ
に
、
先
進
諸
国
で
は
定
期

接
種
に
な
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国

で
は
定
期
接
種
に
な
っ
て
い
な
い

ワ
ク
チ
ン

上
記
３
ワ
ク
チ
ン
に

加
え
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
水
痘
、

Ｂ
型
肝
炎
な
ど

が
多
数
存
在
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
い
ず
れ

も
高
価
で
、
家
庭
の
懐
具
合
に
よ

っ
て
そ
の
接
種
が
左
右
さ
れ
る
。

自
治
体
に
よ
る
助
成
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
る
が
、
財
政
状
況

か
ら
対
応
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
多

い
。
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
平
等

に
守
ら
れ
る
べ
き
子
ど
も
の
安
全

に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
憲

法
や
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
も
違

反
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
回
の
補
正
予
算
は
こ
の
こ

と
を
解
決
す
る
た
め
の
応
急
処
置

と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
根
本
的
に
問
題
を
解

決
す
る
に
は
、
予
防
接
種
法
を
改

正
し
て
世
界
保
健
機
関
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
推
奨
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
原
則
と

し
て
定
期
接
種
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
多
く
の
学
会
代
表
が
集
ま
っ

て
つ
く
る

予
防
接
種
推
進
専
門

協
議
会

も

月

日
に
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
緊
急
声
明
を
出
し

た
。

　
声
明
は
、
制
度
に
基
づ
く
恒
久

的
な
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
す

べ
て
の
国
民
が
無
料
で
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
現
行
予
防

接
種
法
を
改
正
す
る
こ
と
を
強
く

要
望
し
て
い
る
。

　
一
日
も
早
い
予
防
接
種
法
改
正

を
願
う
が
、
こ
の
間
に
も
ワ
ク
チ

ン
を
受
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
一

定
数
が
疾
患
に
罹
患
し
、
命
を
落

り

か

ん

と
し
た
り
、
障
害
を
残
し
た
り
す

る
。
神
奈
川
県
は
自
治
体
助
成
が

特
に
遅
れ
た
県
で
あ
る
。
補
正
予

算
を
契
機
に
一
気
に
状
況
が
改
善

し
て
い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。

握りたいものは…？ 松沢　秀和

惑星系誕生のに迫る究極の電波望遠鏡

総
合
研
究
大
学
院
大
学
天
文
科
学
専
攻
教
授
立
松
健
一

　
た
て
ま
つ
・
け
ん
い
ち
　
京
都
大
学
理
学
部
卒
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
現
在
、
国
立
天
文
台
ア
ル
マ
推
進

室
長
と
し
て
、
日
本
側
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
し
て
い
る
。

専
門
は
電
波
天
文
学
で
、
ミ
リ
波
サ
ブ
ミ
リ
波
の
観
測
を
も
と

に
し
て
星
形
成
領
域
、
星
間
物
質
を
研
究
し
て
い
る
。

８
台
の
ア
ル
マ
の
ア
ン
テ
ナ

今
年
９
月

撮
影
。
最
近
も
う
１
台
加
わ
っ
た

　

ア
ル
マ

を
ご
存
じ
で

あ
ろ
う
か
。
日
米
欧
が
国
際

協
力
で
進
め
て
い
る
電
波
望

遠
鏡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
２
０
１
２
年
の
完
成
に

向
け
て
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
正
式
の
名
前
は

ア
タ

カ
マ
大
型
ミ
リ
波
サ
ブ
ミ
リ

波
干
渉
計

で
あ
り
、
英
名

の
頭
文
字
を
と
っ
て
ア
ル
マ

と
名
付
け
た
。
望
遠
鏡
を
置

く
チ
リ
の
公
用
語
ス
ペ
イ
ン

語
で

魂

の
意
味
が
あ
る
。

　

ミ
リ
波
サ
ブ
ミ
リ
波

は
電
波
の
種
類
で
あ
る
。
ミ

リ
波
は
波
長
が
数

の
電

波
、
サ
ブ
ミ
リ
波
は
波
長
が

１

を
切
る
電
波
で
あ
る
。

ミ
リ
波
は
、
標
高
１
３
５
０

に
あ
る
長
野
県
野
辺
山
の

国
立
天
文
台
の
電
波
望
遠
鏡

で
も
観
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
、
サ
ブ
ミ
リ
波
は

標
高
５
千

級
の
場
所
に
行

か
な
い
と
観
測
で
き
な
い
。

　
空
気
中
の
水
蒸
気
に
よ
る

吸
収
が
ミ
リ
波
サ
ブ
ミ
リ
波

の
大
敵
な
の
で
あ
る
。
サ
ブ

ミ
リ
波
は
、
宇
宙
の

の
解

明
の
た
め
に
は
非
常
に
重
要

な
波
長
帯
で
あ
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で

は
、
波
長
が
短
く
観
測
装
置

を
造
る
の
も
難
し
か
っ
た
。

　

ア
タ
カ
マ

は
望
遠
鏡

を
造
っ
て
い
る
ア
タ
カ
マ
砂

漠
を
意
味
す
る
。
標
高
５
千

で
、
し
か
も
、
砂
漠
。
非

常
に
乾
燥
し
て
い
る
。

大

型

は
装
置
の
大
き
さ
を
表

す
。
直
径

・
５

の
山
の

手
線
よ
り
一
回
り
大
き
な
敷

地
に
、
合
計

台
の
高
精
度

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
展
開

す
る
。

干
渉
計

と
い
う

の
は
、
多
数
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
を
結
合
さ
せ
る
タ
イ

プ
の
電
波
望
遠
鏡
で
あ
る
。

こ
の
技
術
を
発
明
し
た
ラ
イ

ル
博
士
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。
ハ
ッ
ブ
ル

宇
宙
望
遠
鏡
は
視
力
６
０
０

で
あ
る
が
、
ア
ル
マ
は
こ
れ

を

倍
上
回
る
視
力
６
千
で

宇
宙
の

を
解
明
す
る
。
視

力
６
千
は
、
大
阪
に
あ
る
一

円
玉
を
東
京
か
ら
見
分
け
ら

れ
る
視
力
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
電
波
望
遠
鏡
の

倍
か
ら
１
０
０
倍
の
感
度

が
あ
り
、
宇
宙
の
天
体
が
発

す
る
非
常
に
微
弱
な
電
波
を

し
っ
か
り
検
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ア
ル
マ
が
目
指
す
サ
イ
エ

ン
ス
は
、
惑
星
系
の
誕
生
の

、
銀
河
の
誕
生
と
進
化
の

、
宇
宙
に
お
け
る
物
質
進

化
の
解
明
な
ど
で
あ
る
。

　
１
９
９
５
年
に
初
め
て
の

太
陽
系
外
の
惑
星
が
発
見
さ

れ
て
以
来
、
現
在
約
５
０
０

個
の
系
外
惑
星
が
知
ら
れ
て

い
る
。
分
か
っ
た
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
の
太
陽
系
は
普

通
で
は
な
い
か
も
？

と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
惑
星
系
は

実
に
多
様
で
あ
り
、
ア
ル
マ

は
多
様
性
の
起
源
を
人
類
史

上
初
め
て
実
証
的
に
解
明
す

る
。

　
ま
た
、
１
３
０
億
光
年
以

上
か
な
た
に
あ
る
原
始
銀
河

の
姿
を
映
し
だ
す
。
こ
れ
は

１
３
０
億
年
以
上
前
の

宇

宙
の
夜
明
け

時
代
と
い
う

遠
い
昔
の
宇
宙
の
姿
を
見
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
銀
河
が

ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
進
化
し

て
い
く
か
を
解
明
し
て
い

く
。

　
最
後
に
、
電
波
観
測
は
宇

宙
に
あ
る
物
質
の
同
定
に
非

常
に
有
利
で
あ
る
。
ア
ル
マ

で
は
そ
の
感
度
を
生
か
し

て
、非
常
に
興
味
深
い
分
子
、

た
と
え
ば
生
命
関
連
分
子
の

宇
宙
で
の
検
出
が
期
待
さ
れ

る
。

　
２
０
０
２
年
に
建
設
を
始

め
て
か
ら
８
年
、
完
成
ま
で

あ
と
２
年
。

台
の
ア
ン
テ

ナ
の
う
ち
、
す
で
に
９
台
が

標
高
５
千

の
場
所
に
設
置

さ
れ
、
そ
れ
以

外
に

台
以
上

が
チ
リ
に
到
着

し
て
標
高
３
千

の
山
麓
施
設

で
組
み
上
が
っ

て
い
る
。
来
年

に
は
、
完
成
前

に
一
部
の
ア
ン

テ
ナ
を
利
用
し

て
初
期
科
学
運

用
と
い
う
共
同

利
用
観
測
が
開

始
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
ア
ル

マ
か
ら
次
々
生

み
出
さ
れ
る
成

果
に
ど
う
か
、

ご
期
待
い
た
だ

き
た
い
。

川上和久明治学院大学副学長
子
ど
も
手
当
で
「
反
乱
」

　
国
政
は
臨
時
国
会
も
終

わ
り
、
民
主
党
の
小
沢
一

郎
元
代
表
の
政
治
倫
理
審

査
会
出
席
を
め
ぐ
る
綱
引

き
や
、
大
連
立
の
模
索
な

ど
の

政
局

が
、
ニ
ュ

ー
ス
の
焦
点
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
新
聞
の
使

命
は
、

政
局
報
道

も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
テ
レ

ビ
が
な
か
な
か
報
じ
に
く

い

政
策
報
道

に
意
を

用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
有
権
者
に
、
政
局

だ
け
で
な
い
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
判
断
基
準
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

月
に
入
り
、
現
在
の

民
主
党
政
権
が
、
昨
年
の

衆
院
選
の
際
、
政
権
交
代

を
目
指
す
上
で
最
大
の
目

玉
政
策
と
し
て
位
置
付
け

た

子
ど
も
手
当

に
、

こ
の
神
奈
川
県
か
ら
反
乱

の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と

さ
れ
た
。
ま
さ
に
、

政

局

政
策

が
な
い
ま

ぜ
と
な
っ
て
、
神
奈
川
県

か
ら
国
へ
、
そ
し
て
他
の

自
治
体
に
波
及
す
る
可
能

性
が
あ
る
大
事
で
、

月

４
日
付
２
面

子
ど
も
手

当
の
負
担
拒
否
分
、
現
物

で
地
域
へ
還
元
、
厚
労
相

面
談
、
知
事
が
方
針

を

読
ん
だ
私
は
、

こ
れ
は

大
変
な
こ
と
に
な
る
と
、

目
を
丸
く
し
た
。

　
子
ど
も
手
当
の
地
方
負

担
分
は
、
現
行
だ
と
、
月

額
１
万
３
千
円
の
う
ち
、

国
庫
負
担
は
１
万
円
で
、

都
道
府
県
分
２
千
円
、
市

町
村
分
千
円
、
と
い
う
よ

う
な
地
方
負
担
分
が
入
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ

の
県
負
担
分
を
拒
否
す
れ

ば
、
神
奈
川
県
で
は
子
ど

も
手
当
が
１
万
１
千
円
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
歩
間
違
え
ば
、

な

ぜ
神
奈
川
県
だ
け
子
ど
も

手
当
が
他
の
都
道
府
県
よ

り
低
い
の
？

と
い
う
、

県
民
か
ら
の
不
公
平
感

を
招
き
か
ね
な
い
。
し
か

し
、
た
だ
で
さ
え
地
方
の

財
政
状
況
は
厳
し
く
、

月
８
日
付
２
面

地
方
交

付
税
追
加
配
分
、
県
内
は

億
９
千
万
円
、
財
源
不

足
の
深
刻
さ
裏
付
け

に

あ
る
よ
う
に
、
行
政
需
要

に
対
す
る
財
源
不
足
は
、

深
刻
さ
が
増
す
一
方
だ
。

効
率
的
な
政
策
遂
行
の
た

め
、
松
沢
知
事
が
国
に
け

ん
か
を
売
っ
た
よ
う
に
、

現
行
の
現
金
給
付
を
減
ら

し
て
で
も
、
政
策
目
的
に

合
っ
た
財
源
の
使
い
方
が

必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
折
し
も
、

月
９
日
付

２
面

自
民
・
統
一
地
方

選
公
約
原
案
、
地
方
へ
２

兆
円
緊
急
交
付

で
、
企

業
誘
致
や
雇
用
創
出
な

ど
、
地
方
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
緊
急
交
付
金

支
給
を
柱
と
し
た
自
民
党

の
統
一
地
方
選
公
約
が
紹

介
さ
れ
た
。

　
地
域
が
自
分
た
ち
の
意

思
で
、
将
来
の
た
め
に
効

率
的
な
財
源
活
用
を
で
き

る
か
ど
う
か
が
重
要
な
鍵

だ
。
松
沢
知
事
の
国
に
対

す
る
捨
て
身
の
け
ん
か

は
、
地
域
が
、
自
分
た
ち

の
た
め
に
必
要
な
政
策
と

真
剣
に
向
き
合
う
必
要
性

を
突
き
付
け
て
い
る
と
も

い
え
る
。

　

か
わ
か
み
・
か
ず
ひ

さ
　
政
治
心
理
学
・
戦
略

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
。
東
京
都
在
住

貸
金
業
者
の
減
少
に
拍
車

　貸金業者の減少に歯止
めがかからない ６月に
完全施行された改正貸金
業法が業者に融資の絞り
込みなどを迫り 経営に
打撃を与えているため
だ
　金融庁によると　
月末時点での貸金業者数
は 社で　４月末時
点　 社　から約３
割減少している　 改正
貸金業法の完全施行直後
の６月末時点 社
からも約 ％減ってい
る
　日本貸金業協会が 月
に公表したアンケート結
果によると 協会員約
社のうち 総借入残高が
借り手の年収の３分の１
を超える貸し付けを原則

禁じる 総量規制 が経
営に影響していると回答
したのは ％ 上限金
利の引き下げは ％だ
った
　具体的には 収入減な
どの財務的な影響のほ
か 新規申込件数や成約
件数の減少といった新規
顧客の獲得に影響が出て
いるとする業者が多い
事務面の負担増を挙げる
業者もあった

「マグロのカラスミ」を開発
マグロのカラスミがの
ったサワラのマリネ

東京・新橋

　
乱
獲
で
個
体
数
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
ク

ロ
マ
グ
ロ
。
貴
重
な
食
材
を
有
効
活
用
し

よ
う
と
、
鳥
取
県
の
研
究
機
関
が
、
大
半

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
卵
巣
を
使
い
、
カ
ラ

ス
ミ
を
開
発
し
た
。
国
内
で
一
般
的
な
ボ

ラ
の
カ
ラ
ス
ミ
よ
り
も
濃
厚
な
味
わ
い
が

特
徴
だ
。
今
年
か
ら
試
験
的
に
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
の
提
供
を
始
め
、
地
元
の
水
産
会
社

が
来
年
か
ら
本
格
販
売
す
る
。
珍
味

マ

グ
ロ
の
カ
ラ
ス
ミ

は
新
た
な
特
産
品
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

▽

を
廃
棄

　
サ
ワ
ラ
の
マ
リ
ネ
の
上
に
、
薄
く
カ
ッ

ト
さ
れ
た
茶
色
の
カ
ラ
ス
ミ
が
の
る
。
口

に
入
れ
る
と
、
魚
の
卵
の
う
ま
味
と
塩
味

が
広
が
り
、
あ
っ
さ
り
し
た
サ
ワ
ラ
を
引

き
立
て
た
。

　
東
京
・
新
橋
。
鳥
取
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
に
併
設
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
カ
ラ
ス
ミ

を
使
っ
た
料
理
を
不
定
期
で
提
供
し
て
い

る
。

お
い
し
く
て
、
味
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
素
材
が
カ
ラ
ス
ミ
に
負
け
な
い

よ
う
、
使
い
方
を
研
究
中
で
す

と
料
理

長
の
平
山
勇
さ
ん
。

　
鳥
取
県
の
境
港
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
水

揚
げ
量
が
５
年
連
続
で
日
本
一

冷
凍
・

養
殖
も
の
を
除
く

。
た
だ
、
年
間
約

の
卵
巣
は
、
保
存
が
難
し
い
な
ど
の
理

由
で
大
半
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

　

内
臓
ま
で
有
効
利
用
で
き
な
い
か
。

そ
う
考
え
た
鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

食
品
開
発
研
究
所
の
小
谷
幸
敏
さ
ん
は
、

２
０
０
６
年
か
ら
独
自
に
研
究
を
始
め

た
。▽

独
自
製
法

　
色
が
黒
っ
ぽ
い
こ
と
か
ら
中
国
製
の
墨

唐
墨

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と

さ
れ
る
カ
ラ
ス
ミ
。
欧
州
で
は

ボ
ッ
タ

ル
ガ

と
呼
ば
れ
、
マ
グ
ロ
、
タ
ラ
な
ど

幅
広
い
海
水
魚
の
卵
巣
が
使
わ
れ
て
い

る
。
小
谷
さ
ん
は
専
門
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
製
法
を
調
べ
、
試
行
錯
誤
の
末
、

完
成
し
た
。

　
基
本
的
な
製
法
は
ボ
ラ
の
カ
ラ
ス
ミ
と

同
じ
。
卵
巣
か
ら
血
を
抜
き
、
１
週
間
程

度
塩
漬
け
に
し
た
後
、
流
水
で
塩
抜
き
を

し
て
乾
燥
さ
せ
る
。
た
だ
、
マ
グ
ロ
の
卵

は
中
ま
で
乾
き
に
く
い
た
め
、
腐
敗
を
防

ぐ
た
め
塩
加
減
を
強
め
に
す
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
小
谷
さ
ん
は

そ
の
ま
ま
食
べ

る
よ
り
、
料
理
の
素
材
に
向
い
て
い
る

と
話
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
今
年
夏
か
ら
、
鳥
取
県

境
港
市
の
水
産
会
社

島
谷
水
産

を
通

じ
、
東
京
や
京
都
、
長
野
な
ど
十
数
カ
所

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
提
供
を
始
め
た
。

月

上
旬
か
ら
は
百
貨
店
の
西
宮
阪
急

兵
庫

県
西
宮
市

で
も
発
売
。
販
売
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
広
げ
て
い
る
。

▽
安
定
供
給
が
課
題

　
た
だ
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
期
は
６
月

８
月
上
旬
と
短
く
、
水
揚
げ
量
は
毎
年
変

動
す
る
。
カ
ラ
ス
ミ
が
作
れ
る
卵
巣
は
全

体
の
３
分
の
１
程
度
で
、
安
定
供
給
が
難

し
い
の
が
実
情
。
販
売
価
格
は
１
０
０

当
た
り
２
６
０
０
円
程
度
と
や
や
割
高

で
、
市
場
拡
大
を
通
じ
て
価
格
を
引
き
下

げ
ら
れ
る
か
も
課
題
だ
。

　
来
年
か
ら
は
、
島
谷
水
産
な
ど
地
元
の

数
社
が
本
格
的
に
製
造
・
販
売
す
る
。
同

社
の
営
業
部
長
、
長
谷
川
透
さ
ん
は

商

品
は
本
場
の
シ
ェ
フ
に
も
好
評
で
、
質
は

高
い

と
自
信
を
見
せ
る
。
ボ
ラ
か
ら
ク

ロ
マ
グ
ロ
へ

。
日
本
で
３
０
０
年
以
上

続
く
カ
ラ
ス
ミ
の
製
法
に
新
風
を
吹
き
込

む
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
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